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論 文 内 容 の 要 旨 
西南日本内帯を構成する地帯である超丹波帯および，その構造的下位に位置する丹波（美濃）
帯は，それぞれペルム紀新世および三畳紀末～白亜紀最初期以降に形成された付加複合体と解釈
されている．先行研究において，どのように超丹波帯の形成から丹波帯の形成へと移り変わった
かについてはいくつかの見解が示されている．しかし，これらの見解は，根拠となるべきデータ
が不足しており，憶測の域を出ていない． 
近畿地方中部，北摂地域および篠山地域には超丹波帯，丹波帯および上部ジュラ系とされた年代
未詳の砕屑岩層が分布し，さらに地質学的位置付けの不明な三畳紀砕屑岩の存在が報告されてい
る．そのため，両地域から超丹波帯から丹波帯の形成への移り変わりについての情報が得られる
ことが期待される．そこで，筆者は両地域の先白亜紀地質体の層序，年代および地質構造の検討
を行った． 
その結果，両地域の先白亜紀地質体は構造的上位から，超丹波帯，三畳紀中世堆積岩複合体およ
び丹波帯に区分され，これらは，それぞれペルム紀新世，三畳紀中世，三畳紀新世～ジュラ紀以
降に形成された堆積岩複合体である．また，上部ジュラ系とされた砕屑岩層は超丹波帯に帰属す
るペルム紀新世の堆積岩複合体であることが明らかとなった． 
これらの地質体は構造的下位の地質体ほど若い砕屑岩を含むナップ群をなしており，岩相，地質
構造などを考慮すると付加複合体であると解釈できる．また，年代ギャップが認められるとは言
え，超丹波帯，三畳紀中世堆積岩複合体および丹波帯の砕屑岩のそれは，従来の見解に比べれば
遥かに小さく，ほぼ連続的とみなせうる．したがって，東アジア東縁のプレート沈み込み帯では，
ペルム紀～白亜紀初期を通して定常的かつ段階的に付加複合体の形成がなされていたと考えら
れる．また，これらの地質体の岩相および復元層序から，ペルム紀新世～三畳紀中世において，
当時の沈み込み帯付近には海嶺が接近していた可能性を指摘できる． 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
東アジア東縁部には中・古生代の堆積岩複合体からなる変動帯が広範に分布し，1970 年代末以降，
放散虫革命を通してその実態が急速に解明されてきた．しかしながら，古生代変動帯から中生代変動
帯への形成移行過程の解明が重要課題であるにもかかわらず，それは不確かであり，移行過程に大き
な不連続が存在したとみなされるにとどまっていた． 
本論分の著者は，西南日本の 3 地域（猪名川—川西，京都西山，篠山）に分布する先白亜紀地質体
を詳細な野外地質調査を基本にした構造層序学的研究および放散虫生層序学的研究を行い，次の点を
明らかにした． 
（1）調査地域の先白亜紀地質体は，岩相・地質構造・形成年代の特性に基づいて超丹波帯（ペル
ム紀中〜新世堆積岩複合体），三畳紀中世堆積岩複合体，丹波帯（三畳紀新世〜ジュラ紀堆積岩複合
体）の 3 地体に区分される． 
（2）これら 3 地体は，構造配置として形成年代の古い超丹波帯が上位に，三畳紀中世堆積岩複合
体が中位に，形成年代の新しい丹波帯が下位に位置し，ナップ群をなす．また，超丹波帯を構成する
4つのコンプレックスや丹波帯を構成する6つのコンプレックスも構造的上位から下位へ形成年代の
若化極性を示し，ナップ群をなす． 
（3）各地体の岩相（緑色岩類・チャートなどの海洋性岩体を含む複合体）と地質構造（年代極性
をもつナップ群）の特性は，それらが付加複合体であることを示す． 
これらの研究結果に基づいて，超丹波帯，三畳紀中世堆積岩複合体，丹波帯がペルム紀中世から白
亜紀最初期にかけて，東アジアの東縁部においてほぼ定常的かつ段階的に付加複合体として形成され
たと考察した．また，各地体の岩相と復元層序からペルム紀新世〜三畳紀中世にかけて．当時の沈み
込み帯に海嶺が接近した可能性を指摘した． 
本論文で明らかにされた上記の検討結果と考察内容は，日本列島の先白亜紀地質体に関する新たな
実態を示すだけでなく，東アジア東縁部の中・古生代テクトニクスに新たな知見を提示し，テクトニ
クス分野に大きく貢献するものである．よって，本論文は博士（理学）の学位を授与するに値すると
審査した． 
 
